
昨年チアリーディング部が，復興夏祭りで応援演技を行った， 

宮城県岩沼市に，学校長・同窓会副会長はじめ生徒会の生徒5名が訪れ， 

緑の防潮堤「千年希望の丘」づくりをお手伝いしてきました。 

駒大高校 被災地応援活動 報告 2013年6月9日 

岩沼市は仙台平野に位置し，広大な平野に農業地帯が広がっていま
す。そのため，2011年3月11日には，津波が沿岸部の松林を倒し， 
かなり内陸の家屋まで津波が到達してしまいました。          
そこで，海岸沿いに「命を救う避難場所」と「防潮堤」の役割を果たす，           
震災瓦礫で作った丘の公園を作ろうというのがこのプロジェクトです。 

社会的意義がとても大きく，今回の第一号のイベントには日本各地か
ら4000人を超える人が集まり，大イベントとなっていました。 

駒大高校はこの活動を応援しており，昨年の文化祭模擬店の売上金
もこのプロジェクトに寄付しています。 
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まず初めに『千年希望の丘プロジェクト メモリアル樹望式』に参列した。これは、震災廃棄物や津波による堆積土を活用し沿岸一帯に、次の震災・津波時の波よけとなる丘を築

造し、広葉樹 17種延べ 30,000本を植林するというもので、参加者は約 4000人、報道陣も多数来るなど思いのほか大きな式典だった。 

もっと簡単な、形式的な植樹祭かと思っていたがしっかりと斜面を掘らなければ樹の根が植わらないという、本格的なものだった。斜面が急であり、砂や瓦礫の土壌の為、シャベ

ルで掘るたびに石などが崩れていくという状況だった。(図 1)  

式典と言うよりも、祭典に近いような雰囲気だった。楽しみながらも、老若男女を問わず助け合いながら被災地の役に立てたと思えた。 

次に、『岩沼みんなの家』の建築現場に挨拶に伺った。こちらはNPO法人「がんばッと玉浦」さんが玉浦の復興拠点にと造っている物。 

 

そして閖上中学校へ。校舎を見る前に、ムービーで勉強をした。校舎の時計は 14:46を指したまま止まっていた。(図 3) 

二階から上は一見無被害で、周りに建物があれば普通の学校。遠くから見ただけでは実感がわかなかった。(図４)  

話では、近くの公民館から閖上中学校に避難してくる途中で津波にのまれてしまった方も多かったらしい。 

 震災で私たちと同年代の人が亡くなっていたのは知ってはいたが実感できていなかったが、校舎前の机に書いてあったメッセージや献花台と慰霊碑を見て初めて実感した。 

 机に書いてあった文章が「津波で友達を喪った」ではなく「突然友達を亡くした」というとらえ方だったので、身近なものに感じた。 

近くの『閖上の記憶』にて、語り部の菊池さんのお話を伺うことができた。(図 5) 菊池さんはチリ地震と東日本大震災の二回津波に流されているそうだ。そして東日本大震災時

には、自宅の二階部分ごと流されたとのことで、改めて津波の破壊力を知ることができた。 

 その後、閖上地区を見学した。実際に現地を見ても現実とは思えないほどの光景だった。あの震災から二年が経ち、雑草だらけになり、住宅地とは思えない光景が広がっていた。 

 「もともとこういう場所でした」と言われてしまえば納得できるほど何もなく、説明が無ければ理解できなかった。(図 6) TVに出てくる『復興してきている被災地』ばかりを見

ていて、この現状を知らない人が多いだろう。そんな人に是非一度は行ってほしい。他人から聞いてもこの光景は絶対に思い浮かばないだろう。 

 震災後には「忘れない」の文字が溢れていたが、忘れているか忘れかけている人が多いのが現状だと思う。ニュースは『復興してきている被災地』ばかりを映すが、現実では『復

興とは程遠い被災地』が存在するのもまた事実である。誰かの行動を待つのではなく、自分から何が出来るのかを考えることが大切だと思った。
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参加した 生徒会生徒による まとめの文 （校内新聞に記載予定） 
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